
足袋・学生服・作業服と、
繊維のまちとして発展し、
日本で初めてジーンズを
国産化しました。全国の
ジーンズファンからの注
目を集めています。

温暖な気候と、高梁川の豊かな水
を生かし、マスカットやスイート
ピーなどの栽培が盛んなまち。

備中の玄関として栄えた港町で
今でも当時の商家や土蔵が残っ
ています。昭和レトロな商店街
など、ノスタルジックな町並み
散歩も楽しめます。

倉敷の実業家・大原孫三
郎が、洋画家・児島虎次
郎に託して収集した、西
洋美術などを展示する日
本初の私立西洋美術館。

奈良時代の偉人「吉備真備公」
ゆかりの地であり、作家・横
溝正史が、名探偵「金田一耕
助」を生み出したまち。

天領として栄えた時代の
風情と美しい景観を色濃
く残すまち。

瀬戸内海に臨む、約 2500ha
の空間に、250 を超える事業
所が立地する水島コンビナー
ト。美しく光る夜景は「夜景
100選」にも選ばれています。
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第11号発行のご挨拶

　岡山県南部に位置する、倉敷市―。このまちでは、歴史と伝統が常にアップデートされ、新しい文
化が生み出されています。例えば、町家や古民家を利用した新たな観光スポットが次々と生まれている、
倉敷美観地区。例えば、日本初の私立西洋美術館である「大原美術館」。例えば、繊維産業を進化させ
続けてきた「国産ジーンズ発祥の地・児島」。このまちにあるのは、歴史や伝統だけではありません！
そんな、倉敷で華開く新しい文化「クラシキ文華」の魅力を
たっぷりとお伝えする『クラシキ文華新聞』第11号をお届
けします。ぜひ、ご一読ください
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倉敷市の年間出荷量は全国第２位！
船穂地区のスイートピー

　倉敷市船穂地区は、全国有数のスイートピー
の産地。大きな花弁としっかりとした軸、美し
さと花持ちの良さが、船穂産の特長です。
　スイートピーは、フリルの形が、蝶が今にも
飛び立ちそうな形をしていることから、「門出」

や「旅立ち」などの花言葉を持つようになったそうで、卒業式や入学式など、
これからの季節にぴったりなんですよ！
　１月27日は「い～ふなお（良い船穂）」と読む語呂合わせから、船穂スイートピー記念日として定められていて、毎年記
念日には、船穂のスイートピーをPRするイベントを開催しています。
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▲船穂のスイートピーを使った
フラワーアレンジメント

　江戸時代に、北前船の寄港地・瀬戸内海屈指

の商港として栄えていた玉島。港町の町並みのあ

ちこちに数多く残る商家は、どれも飾り気の少な

い控えめな構えですが、邸内は洗練された数寄屋

風。茶室を設けた家が多く、最盛期には町全体で

400 もの茶室があったと伝わっています。

　現在も残る数々の茶室を調査し、新たな活用法

を模索しているのが、玉島にあるギャラリー『遊美

工房』を拠点として活動する「玉島茶室群研究会」

です。

江戸時代から脈々と伝わる、
この地の茶の湯文化に惹かれて。



祝！田中刑事 選手が、平
ピョンチャン

昌冬季オリンピック
フィギュアスケート男子代表に決定！

クラシキのイベント

《２》 《３》

　倉敷市出身の田中刑事選手（倉
敷芸術科学大学大学院）が、昨年
12月に行われた全日本選手権で２
位となり、平昌冬季オリンピックへ
の出場を決めました！
　田中選手は、倉敷フィギュアス
ケーティングクラブで７歳から競技
を始め、ヘルスピア倉敷のスケー
トリンクで練習を積み重ねてきま
した。市出身者の冬季五輪出場は、
トリノ・バンクーバー・ソチ冬季五
輪に出場した髙橋大輔さんに続き、
４大会連続となります。

イベント情報は、　倉敷市公式 Facebook（https://www.facebook.com/KurashikiCity）でも紹介しています！

イベント 日程 場所 内容

倉敷雛めぐり ２月24日㈯～
３月11日㈰

倉敷市内の商店街・
ギャラリー・旅館・ホ
テル・文化施設など

本格的な段飾りや内裏雛、御殿雛、木彫り・陶器・備前焼の雛、江戸
時代の古今雛、地元幼稚園児による創作雛などが飾り付けられる。す
てきな賞品が当たるスタンプラリー、茶会、箏曲の演奏なども実施

倉敷音楽祭 首都圏編 ３月９日㈮～ 25日㈰
倉敷市民会館・倉敷
市芸文館・倉敷美観
地区など

倉敷の町並みに春を告げる音楽祭。今回は首都圏を特集地域として開催。
ゆかりのアーティストや芸能の公演、市民による町並みコンサート、アマ
チュア文化団体による市民制作公演など多彩な催しで盛り上げる。

ちょっぴり贅沢なひとときをあなたに！

倉敷アフタヌーンティー ～ WINTER Version～

　イギリス発祥の喫茶
習慣で、紅茶とともに軽
食やスイーツを楽しむ優
雅なお茶会「アフタヌー
ンティー」。２・３段重ね
のケーキスタンドが象徴
的なアイテムです。
　貴族のご婦人たちの

間で社交の場として広まったのが始まりといわれており、日本の茶道
に近い存在ともいえます。そんなアフタヌーンティーを、倉敷では、
イチゴとドリンクにこだわった「倉敷アフタヌーンティー ～ WINTER 
Version～」としてご用意しました。
　お店毎に特色あふれる期間限定メニューは、まち歩きなどで冷え
た体を温め、気持ちもほっこり。ちょっぴり贅沢なティータイムをお
過ごしください。
□期間…３月１５日㈭まで
□場所…倉敷市内 22 店舗

春の倉敷美観地区が温かい光に包まれる

倉敷春宵あかり

　スイートピーあかりや和傘
あかり、昨年好評だった願い
あかりなどの優しいあかりが、
春の倉敷美観地区を彩りま
す。参加者の手でLＥＤライ
トを倉敷 川に浮かべる「夢
桜～くらしき川に願いをのせ
て」を初開催。着物体験や
春宵コンサートなど、イベン
トも盛りだくさん！
□日時…３月３日㈯・10 日
㈯・17 日㈯・18 日㈰ 18 時
～21時。町家などに影絵を
投影する影絵あかりは、３日
㈯～18 日㈰。夢桜は、17 日
㈯・18 日㈰
□場所…倉敷美観地区一帯

◀伊東香織倉敷市長、倉敷フィギュ
アスケーティングクラブの佐々木
美行監督、クラブの後輩たちと

Vol.11

クラシキのニュース

　研究会では、年に 1 回の「玉島茶室巡り」、調査の成果を

分かりやすく紹介した展示会、多くの人に玉島の茶の湯文化

に親しんでもうための正式な茶会や初心者向けの茶席など

を実施。また、現存する茶室の所有者の協力を得て、実験

的な茶室体験を不定期で開催しています。

　「玉島の茶室群や茶の湯文化を、観光資源にしていくため

の活用法も模索しているところです。将来的には、茶室専

門の資料館や美術館を開設し、茶の湯文化に浸りたい方が、

しっとりゆったりとした時間を過ごせる町にしていきたいで

すね」。安原さんはほほ笑んで、そう展望を話してくれました。

　ギャラリーと研究会の代表を務める安原早苗さんは、

「玉島では、岡山四大茶会のひとつである円通寺の良寛

茶会をはじめ、一年を通してさまざまなお茶会が開かれ

ています。そんな玉島の茶の湯文化は、1780 年に建

立された高運寺が薮内流を紹介したことから始まりまし

た」。と話します。やがて茶の湯は、商人や地主たちの

間で趣味や社交手段として親しまれるようになり、玉島

のまちの人々の暮らしにも深く根付いていったそうです。

　「私は常々、玉島の文化には厚みがあると感じていま

したが、茶の湯文化を知るうちに、それこそが文化の厚

みのルーツではないかと考えるようになりました。茶室

や史料が失われる前に調査・研究して後世に残すととも

に、知られざる玉島のすごさを広く伝えたいと思ってい

ます」。

　研究会の設立以来、その調査・研究活動を顧問として支

えているのが、「イケダ数寄屋研究所」の所長で茶室研究

者の池田俊彦さんです。30 年以上大学で教鞭を執ってき

た池田さんは、数寄屋（茶室）の専門家。玉島に 40 ほど

残る茶室を茶室群として捉え、それらの存在を高く評価し

ています。「何より、限られたエリアにこれだけの茶室が現

存する例は、全国的に見ても稀（まれ）です。全体から時

代の変化を読み取ることができますし、興味深い造りの茶

室も少なくありません。また、昭和 40 年前後まで新たな

茶室が造られていたことや今も現役で使われていることな

どに、玉島の文化度の高さが表れていると思います」。

　「玉島茶室群研究会」では、玉島に現存する茶室が建て

られた由来や建築様式、使用されている木材の種類など

を調査するほか、間取り図や茶会記といった史料、各家に

伝わる茶道具の収集・保存も行っています。「これまでに約

30 軒の茶室を調査しました。一日も早く、茶室群の全貌

をつかんで、それぞれの特徴を踏まえた活用法や維持管理

の仕方を提案していきたい」と池田さん。

玉島の伝統と文化を、
広く、後々まで伝えたい。

目指すのは、
茶の湯の世界にしっとりと浸れる町。

五輪の舞台で自分の演技ができる体力と
精神力に仕上げていきたいと思います。い
つも応援してくださる皆さんに楽しんでも
らえる、そして感謝の気持ちを伝えられる
演技ができるように頑張ります！

▲影絵あかり


